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概要：ある問題の解決を誰かに依頼する場合、まずはその問題を解決できる人を探す必要があるが、

適切な人が見つかっても、その人と面識がない場合は助けてもらえる可能性は低い。そこで本研究

では、SNS の「友達の友達」という人間関係を利用して、問題を解決できる人を探してくれるモデ

ルを提案する。このモデルの有効性を示す例として、国際会議へのPCメンバーの招待にこのモデル

を活用した事例も報告する。 

 

1  はじめに 
近年、SNS に関する教育学習環境の研究が盛ん

である[1,2,3]。例えば、幸地らは SNS を利用した

学習指導情報共有システムに関する研究を行った

[4]。安間らは SNS を用いたコミュニティ内知識

共有の支援を研究している[5]。語学学習に SNS

を利用する研究も数多く存在する[6]。しかしなが

ら SNS という人間関係を利用して問題を解決し、

助け合うことに関する研究はまだない。 

日常生活で困った場合、信頼する人に依頼して

助けてもらうことがよくある。その際には、誰が

問題を解決できるか、問題を解決できる人と面識

がない場合は、どうやってその人に依頼して助け

てもらうかという問題がある。 

本研究では SNS の「友達の友達」という人間関

係を利用した助け合いモデルを提案し、そのモデ

ルを元にしたシステムを構築した。本稿では、そ

のモデルを説明し、本システムについての評価も

述べる。 

 
2  仮説と調査 
助けてもらうときには二つの問題がある。 

a)どのようにして、問題を解決できる適切な人

を探せるか 

b)相手と面識がない場合は、どのようにして、

その人に助けてもらうか 

a)の問題に対して、本研究では、相手の興味、

日記、過去の行動履歴などの個人情報に基づき適

切な人を探す。まず、利用者はその問題に関する

キーワードを入力して検索する。すると、システ

ムが相手の個人情報とキーワードを比べて適切さ

を判断し、問題を解決できる相手を推薦してくれ

る。 

b)の問題に対して、本研究では SNS の「友達

の友達」という人間関係を利用して、面識のない

人に助けを求めることを支援する。本システムで

は、人間関係の親しさは、家族(6)、親友(5)、友達

(4)、知り合い(3)、ネットフレンド(2)、面識のない

人(1)という6段階のレベルに分類される(表1)[7]。 

 
表 1 人間関係と親しさのレベル 

 人間関係 親しさレベル 

a 家族 6 

b 親友 5 

c 友達 4 

d 知り合い 3 

e ネットフレンド 2 

f 面識のない人 1 

 
そこで、人に助けを依頼することに関して二つ

の仮説を立てた。 

1) 親しい人には助けを求めやすい。 

2) 簡単なことなら助けを求めやすい。 

 この仮説を検証するため、2011 年 8 月に北京師

範大学の 46 名の学生に対してアンケート調査を

行った。その結果、この仮説は正しいということ

が分かった。 

 
3  助け合いモデル 

我々は、上記の仮説を元に、コラボレーション

を促進するための助け合いモデルを提案した。こ

のモデルを利用することで、リモートのユーザー

間でのオンラインコニュニティが成立することが
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